






































































































Ａ Proposal for a “Teaching Practice Support Notebook”  
for Use in the Teaching Internship Program: 















































Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ
月 教職 月
火 教職 火









金 教職 金 教職
＜３Ｎ＞ 前期 後期
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ






１ ○新入生教職オリエンテーション <4 月>
年 ○教職に関する説明会(後期開始時) <9 月>
次 ○養護･介護実習オリエンテーション <3 月>
３ ○教育実習内諾依頼オリエンテーション <4 月>
年 ○養護･介護実習(社会福祉施設） <11 月>
次 ○養護･介護実習(特別支援学校） <12 月>
４ ○中･高教育実習直前オリエンテーション<4 月>
年 ○栄養教育実習直前オリエンテーション <4 月>
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表１　学校インターンシップと教育実習の違い
実施時期学外実習 管理栄養士養成にかかる学外実習の目的や内容など前期 後期
１ 臨地実習Ⅰ ３年次 □給食栄養管理の講義で修得した知識と給食経営管理実習で体得
＜集団給食施設(学校給食)＞ した技術を基礎に、技術の統合を図る。教職履修者の実習先は
○ すべて小中学校となる。
２ 臨地実習Ⅱ ３年次 □都道府県設置の保健所業務と市町村設置の保健センター業務の
＜保健所等＞ 性格を理解し、その活動の実際と管理栄養士の活動の内容を把
○ 握する。













６ 教育実習（中･高家庭科教諭） ４年次 ■中学校・高等学校教諭一種免許状（家庭） ３週間
○
７ 栄養教育実習(栄養教諭) ４年次 ■栄養教諭一種免許状 １週間
○
□は管理栄養士養成、■は教職としての位置付け
表２　栄養科学部における学外実習の概要
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4 萩　尾　久美子
また，３年次後期に位置付けられている養護・介護実習
（中･高家庭科教諭）においてもいっそう積極的に臨むよ
うになっていた。
そこで，これまで教職にプラスの影響をもたらしてき
た臨地実習の機会を積極的に活用できないかを考察する。
６　臨地実習における教育実習的価値について
表２に示すように，教職を履修する学生の臨地実習Ⅰ
は学校現場（小学校または中学校）で実習することから，
教職員はもとより事務職員や児童生徒，調理員や保護者
との出会いが想定される。また，臨地実習Ⅱでは保健所
や病院等で実習することから，管理栄養士をはじめに様々
な専門職の方や地域住民，医師や看護師等の医療関係者
等，多くの職業・年齢層の方々との出会いが想定される
ことになり，教師のみならず社会人としての挨拶やコミュ
ニケーション能力を学ぶ機会となる。実際，世間で「人
間力」［5］とか「社会人基礎力」［6］といわれ議論されている
ことを，臨地実習先であっても現実の社会として学び取
ることができる。人は，新鮮な経験に触れ，感動し驚い
て初めて学びとろうという意欲が芽生えてくることが多
いので，複数回の臨地実習は学生にとって，教育実習に
出る事前研究となり，知らない世界に飛び込み様々に学
ぶことで自信にもつながると考える。ただし，臨地実習
にはそれぞれの授業科目の到達目標があるので，学校イ
ンターンシップのように学生が支援や補助業務に就くこ
とは禁じ，あくまで，臨地実習先で実習している期間内
に，課題意識をもって『観察する』ことを主として想定
するものである。ここで言う観察は，①教育現場や保健
所・病院等での営みと結果を予測し，人々の実践を観察
し，自分の実践と比較する，②ほかの人の活動がどのよ
うに他者に影響を与えるかと考える，③自分の思い込み
や無自覚に気付き，より実情に即した行動がとれるよう
考えることである。このような研究的なものの見方をす
ることによって，４年次の教育実習に対して，実践的指
導力の基礎づくりにプラスの影響を及ぼすことを期待す
るものである。
７　「教育実習サポートノート」の構想
教育実習に向けての事前研究と，「自らの教員としての
適格性を把握するための機会を持つ」［1］というねらいか
ら，自分なりの到達目標を持って臨地実習に臨むことが
できるように学生を側面から支えるため，教育実習サポー
トノートを作成する。内容については，文科省委託調査［7］
から初任者教員の資質能力の充足度についての校長によ
る評価が，「やや不足している」，「とても不足している」
とする割合が４割を超えた「実践的指導力」，「コミュニ
ケーション力」，「チームで対応する力」の三つに絞るこ
ととする。また，サポートノートの体裁は，教育実習日
誌に準じ，Ａ４版で書き込み主体の形式とする。そのイ
メージが分かるよう，一部を資料１，資料２に示す。な
お，臨地実習が開始されるのは３年次の６月からなので，
３年次の４月に実施される「教育実習内諾依頼オリエン
テーション」で，サポートノートを配付し，その趣旨や
活用方法等の説明をしたいと考える。学生は，臨地実習
を終える度に『観察』から学んだことをまとめ，４年次
の教育実習に向かうことになる。
８　おわりに
本稿では，管理栄養士養成機関である栄養科学科の特
徴を生かして，学校インターンシップ導入の検討を視野
に入れて，「教育実習サポートノート」の構想について論
じた。今後の課題は，この教育実習サポートノートを学
生指導の流れに位置付けるための効果的なプログラムを
考え，これを生かして指導するための能動的な学修方法
など十分な検討を加えることである。これまで以上に学
生に積極的に関わり指導・助言することで，学生が様々
な臨地実習先で得たものを振り返り，意見交換や討議を
とおして，学生の実践的指導力を高めていきたい。
［５］人間力戦略研究会報告書．内閣府．平成15年４月．
［６］社会人基礎力に関する研究会―中間取りまとめ―．経済産業省．平成18年１月．
［７］文部科学省委託調査．教員の資質能力向上方策の見直し及び教員免許更新制の効果検証に係る調査集計結果（速報）．平成22年９月
公表．
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・
声
か
け
の
様
子
は
・
来
所
者
へ
の
挨
拶
は
(会
釈
だ
け
な
の
か
、
挨
拶
を
す
る
の
か
)
・
掲
示
物
の
分
か
り
や
す
さ
や
貼
り
方
は
・
健
康
に
関
す
る
情
報
提
供
の
仕
方
は
・
来
所
者
の
満
足
度
は
等
々
廊
下
で
観
察
か
ら学
ん
だ
こと
!
・
所
内
の
人
と
す
れ
違
っ
た
と
き
の
挨
拶
は
・
来
所
者
と
す
れ
違
っ
た
と
き
の
挨
拶
の
仕
方
は
資
料
２
　
教
育
実
習
サ
ポ
ー
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ノ
ー
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例
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